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【1】 序論  

物理学系ガンマ10グループは、プラズマ研究センターにおいて、プラズマ研究セン  

ター所属の物理工学系メンバーと共同して、世界最大のタンデムミラー「ガンマ10」  

を中心に研究を行った。途中、山口直洋講師が豊田工業大学助教授として平成7年5月  

に転出、また、庄司主準研究員が核融合科学研究所助手として平成7年9月に転出した  

が、引き続き学外共同研究者として研究に参加した。   

平成7年度第一の研究ハイライトは、ガンマ10中央部における第2高調波による電  

子磁気共鳴加熱である。平成6年度に行われた実験データの解析結果によると、高周波  

加熱で生成された高温イオンの主エネルギー損失機構は、古典プロセスによる電子への  

エネルギー移行である。このエネルギー移行時間は、電子温度の3／2乗に比例する。  

従って、直接電子加熱を行えば、エネルギー移行が減少し、イオン温度の上昇が期待さ  

れる。第2高調波電子磁気共鳴加熱実験は、予測どおりの結果を生み、高温イオンの主  

エネルギー損失機構を置接的に実証することとなった。   

この実験で更に興味を若く点は、大型トカマク等においては、1億度以上のイオン温  

度を得るためには、10MW近くかそれ以上の加熱パワーを用いている。これに対しガ  

ンマ10の実験では、電子密度が低いとはいえ、僅か40kWの電子加熱で数千万度の  

イオン温度を倍増して注目されている。要はイオンの閉じ込めが古典プロセスで決まっ  

ていて異常損失のない状況が実現されている点にある。   

第二のハイライトは、マイクロ波電子磁気共鳴加熱によるプラグ閉じ込め電位形成が  
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理論モデルでも導かれたことである。今迄実験的には電子磁気共鳴加熱によるプラグ閉  

じ込め電位形成が用いられてきたが、理論モデルで説明できたのは、今回が初めてであ  

る。   

第三のハイライトは、半導体X線検出器による高温プラズマ計測の確立で、近年継続  

して行われてきた仕事が評価されて、長照二助教授他9名のガンマ10関係者がプラズ  

マ・核融合学会技術進歩賞を受賞したことである。   

第四のハイライトは、分光による反磁性ドリフトの実測である。プラズマの回転はプ  

ラズマ閉じ込めを考える上で大変重要であることが最近明かになってきているが、プラ  

ズマの回転を決める要素の一つとして反磁性回転がある。この回転に関しては今迄直接  

の実測がなされておらず、今回が世界で初めての実測となる。   

その他の主要な研究成果として、計測関係では、マイクロ波によるプラズマ計測の進  

展等があり、理論的には、電場による回転プラズマの安定性の理論、非マックスウェル  

分布をもつプラズマ成分問のエネルギー緩和現象の解析等が行われ、いずれもタンデム  

ミラーの研究にとって大切な仕事である。   

また、プラズマの準定常化に向けての第一歩として、高周波加熱電源が整備され、プ  

ラズマ放電時間が今迄の0．1秒から0．5秒に延長可能となった。これは電位形成を準定  

常的に維持できるかどうかを含めた研究にとって必要不可欠である。   

以下、今年度のハイライトのいくつかを報告する。  

【2】高温イオンモードにおける電子磁気共鳴加熱実験   

昨年度物理学系年次研究報告で報告したように、筑波大学プラズマ研究センターのタ  

ンデムミラー実験装置ガンマ10において、高塩イオンモードが形成され、10keV  

（約1．1倭度）のイオン温度が得られた。この温度は、核融合研究開発における科学目  

標の一つであり、この目標をこれまでに達成したのは世界の大型トカマクのみであった。  

従って、核融合方式としてはタンデムミラーがトカマクに次いで2番目に名乗りを挙げ  

たことになる。   

ガンマ10においては、高周波によるイオン磁気共鳴加熱ICRHによって高温イオン  

モードが形成される。高温イオンモードにおいては、イオンから電子へのエネルギー移  

行（電子ドラッグ）時間が、イオンーイオンのクーロン衝突による散乱時間よりも短い  

ので、イオンのエネルギー閉じ込め時間は、電子ドラッグ時間で決まる。従って、高周  

波加熱によりイオンに与えられたエネルギーの大部分は電子に移行され、今迄はこのエ  

ネルギーが電子加熱源であった。電子ドラッグ時間は、電子温度の3／2乗に比例する  

ので、電子を直接加熱して電子温度を上げることができれば、電子ドラッグ時間が長く  

なり、イオンのエネルギー損失が減ってイオン温度の上昇が期待できる。そこでガンマ  

10の中央ミラー部で、電子共鳴加熱ECRHの実験を行った。   

電子共鳴加熱は、手持ちのマイクロ波発信器（ジャイロトロン）の発振周波数と磁場  

との関係で、第2高調波電子磁気共鳴加熱として行われた。従って、イオン温度10  
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keVを得たときの磁場よりも低い磁場（～0．5T）で行われた。この様子を節1図に示  

す。  
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まず、高周波加熱を用いてイオン温度を約2．2keV迄上げておき、その後中央ミラー  

部に電子磁気共鳴加熱を約30ms印加した。ECRHを印加すると、政X線信号の増加  

に見られる様に、バルクの電子温度が約60eVから約140eVに上昇し、イオン温度が  

2．2keVから4．9keVに上昇した。第1図の反磁性量（diamagneticsignal）の増加がこ  

れに対応し、実際のイオン温度の径方向分布を荷電交換粒子エネルギー分析器を用いて  

調べた結果が第2園に示されている。このときプラズマの密度の上昇は小さい。また、  

少量（密度比約5％）の更に温度の高い成分（～18keV）も観測された。   

この分布から計算すると、反磁性量の増加の80％はイオンのエネルギー増加で説明  

でき、予測通り電子の直接加熱により、、電子ドラッグが減少してより効果的なイオン加  

熱が行われたことを示している。因に、このとき用いられたイオン加熱用の高周波パワ  
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－は40kWであり、ほぼ同じイオン温度を得る為には、55kWの高周波パワーが必要  

となる。また、電子加熱の為に照射されたマイクロ波のパワーは40kWである。（プ  

ラズマに吸収されたパワーの測定はまだなされていない。）   

更に興味ある現象は、中央ミラー部に  

電子磁気共鳴加熱を印加すると、中央ミ  

ラー部の反磁性量が増加するのみならず、  

アンカー部の反磁性畳も増加することで  

ある。反磁性量に責献する様な中央ミラ  

ー部の高温イオンは強い非等方性を有し  

ており、中央ミラー部に閉じ込められて  

いるのでアンカー部には寄与できない。  

一方、バルクの電子の方はイオンにより  

散乱されるので非等方性は少なく、中央  

ミラー部とアンカー部の温度はほぼ等し  

いと考えられる。従って、電子加熱によ  

りアンカー部の電子温度も上がって電子  

ドラッグが減り、アンカー部のイオン温  
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図2  

度も上がったと解釈できる。   

また、電子加熱のマイクロ波のパワーを大きくすると、電子の衝突散乱時間よりも加  

熱時問が短くなり、高速電子（数十keV以上）が形成されて中央ミラー部に捕捉される。  

この高速電子は中央ミラー部の反磁性量には寄与するので、中央ミラー部の反磁性量は  

増加する。しかしながら、エネルギーが高すぎてバルクの電子やイオンにエネルギーを  

移行しないので、電子やイオンの温度上昇は見られない。従って、マイクロ波のパワー  

の大きい場合には、アンカー部での反磁性量の増加も見られない。  

【3】マイクロ波電子磁気共鳴加熱によるプラグ閉じ込め電位形成   

タンデムミラーのプラグ電位形成には、当初高エネルギーのスロッシング・イオンが  

必要不可欠と考えられていた。しかしながら、実際の実験では、プラグ部でのマイクロ  

波による電子磁気共鳴加熱のみでイオン閉じ込め電位を形成できる。今迄理論的には、  

この電位形成機構が可能であることが示されていなかったが、今回これが可能であるこ  

とを示す理論モデルが見い出された。モデルは、次の分布関数を仮定して求められた。  

電子の分布関数は、中央ミラー部から流れてくる成分（マックスウェル分布）とサーマ  

ルバリアに捕捉されている成分（非マックスウェル分布）を仮定する。イオンの分布関  

数は、中央ミラー部から流れてくる成分（マックスウェル分布）とプラグ電位に捕捉さ  

れている成分（非マックスウェル分布）を仮定する。これらの分布関数を用いて、電気  

的中性条件から電位を決定する。この解の一例を第3図に示す。パラメタ¢、¢い¢。は  

夫々プラズマ電位、ミラースロート電位、バリア電位を表わす。  
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【4】半導体X線検出器による高温プラズマ計測の確立  

平成6年度の物理学系年次研究報告に述べたように、核融合プラズマ等の計測に広く  

用いられている半導体Ⅹ綴検出器の感度に対して，この四半世紀にわたって用いられて  

きたPriceの教科書等に示されている定説、並びに最近マサチューセッツ工科大学から  

提唱された理論では、X線感度特性実験データが説明できない事が明らかになった。こ  

れを説明するために、半導体の無電場基板領域に、X線吸収に基づき生成されたホール  

及び電子の三次元拡散と、それらの半導体中に存在する不純物との再結合過程を考慮す  

るキ、感度データが説明できる事を明らかにし、これを定式化した。   

この感度理論を応用すると、従来からの定説ではその利用が軽視されてきた無電場基  

板領域を活用る事により、広エネルギー帯域に高感度をもつ、新型の半導体検出器が設  

計，製作でき、プラズマ電子温度計測をはじめ、広くX線計測に利用できる事が予想で  

きる。実際に、第4囲に示す多層構造の半導体検出器を設計・製作したところ、図のA  

方向からのX繰入射に対し、従来型半導体X線検出器SSB－BO感度（第5図の実線）に  

比し、著しく感度特性の向上した検出器特性が得られた。第5囲の破線と点線は、夫々  

改良型検出器d－10（1crn角）及びd－100（10cm角）の有効感度を示す。更に、X繰入  

射方向を第4図のB方向にとることにより、計測器各層を検出器として考えると同時に、  

Ⅹ線吸収体として考えることにより、従来型ではパイルアップによって計測できなかっ  

た、高輝度X線のエネルギー分析ができる事を示した。   

以上、本新感度理論は、理論解析手段のみならず、放射線計測器設計・製作への直接  

の応用を含め、高効率イオン検出器の設計・製作にも活用でき、更には半導体生産時の  

生成欠陥の新計測法にも応用できる。またシンクロトロン放射光の強度モニター検出器  
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への利用等、広範な適用性・応用性を併せ持っている。  
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この度、これらの研究に基づいた半導体プ窃泉検出器による高温プラズマ計測の確立へ  

の貢献が認められ、本年3月にプラズマ・核融合学会より第1回プラズマ・核融合学会  

技術進歩賞を享受与した。  

【5】分光による反磁性ドリフトの実測   

最近、核融合プラズマの閉じ込めにプラズマ中の回転が深く関与していることが明か  

になってきた。プラズマ回転にはプラズマ中の電場と圧力勾配の両方からの寄与がある  

が、トーラス系では圧力勾配による成分の直接測定はほとんどなされていない。これは  

トーラス系では、可視光領域で都合のよい不純物があまり存在しないことや、プラズマ  

回転にポロイダル回転とトロイダル回転の2成分あり、計測や解析が複雑であることが  
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主な理由である。これに反し、ガンマ10プラズマは直線系であり、プラズマ回転は1  

方向だけであること、また、電子温度が低いため、様々な価数の不純物スペクトルがプ  

ラズマの中心部でも観測できる利点がある。この利点を生かして、世界で初めて反磁性  

ドリフトの直接観測を達成した。   

実験対象のプラズマとしては、イオン磁気共鳴加熱ICRHのみを用いて生成加熱した  

プラズマと電子磁気共鳴加熱ECRHのみを用いて生成加熱したプラズマの2種類を比  

較検討した。一方、不純物酸素イオンは価数によってプラズマの径方向の異なる位置に  

局在しているので、夫々の不純物イオンの回転ドリフトの様子をドップラー効果を用い  

て調べることができる。  
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0．1  0一ユ  

ECRHのみを用いたときには、電子温度が比較的高いのでプラズマ中にかなり高い正  

の電位を生じ、ExBドリフトの回転をしている。従って、プラズマの回転はどこでも  

電場による回転ExBドリフトが主で、一方方向に回転していることが読み取れる（図  
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7参照）。これに反し、1CRHのみでプラズマを生成加熱した場合、第6図から分かる  

とおり、プラズマは中心部の回転は周辺部の回・転と反対方向であり、回転速度分布は価  

数によって異なっている。また、中心部と周辺部に電位の差がほとんどないことから、  

プラズマ内の電場は小さく電場によるEx由回転ドリフトは小さいと考えられる。従っ  

て、測定された回転は反磁性ドリフトと考えられる。発光強度から不純物イオンの密度  

勾配を求め（図8参照）、反敵性ドリフトの評価を行ったところ測定結果とよく一致し  

た。これは、世界で初めて反敵性ドリフトの直接観測を達成した実験となる。興味ある  

事柄は、理論から予測されるとおり、価数の異なった不純物は、夫々の分圧勾配に従っ  

て反磁性ドリフト回転をしていることで、このことは今後の核融合プラズマにおける電  

場計測に対して重要な結果である。  
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【6】マイクロ波によるプラズマ計測   

マイクロ波反射計によるプラズマ揺動の計測に関しては、平成6年度にも報告したが、  

その後更にいくつかの進展がマイクロ波計測の領域であった。まず、マイクロ波反射計  

によるプラズマ計測に関しては、マイクロ波周波数の高速掃引が出来るようになり、短  

時間内（或いは、1プラズマショット中）の空間分布測定が可能となった。これによっ  

てショット毎のばらつきによる不確定性を除去し、信頼性の高いデータが得られるよう  

になったのみならず、より多くのデータが採れるようになった。   

新しい進展としては、正常波（○モード）から異常披（Xモード）への変換、或い  

は、その道を利用した計測である。プラズマに磁場揺動がある場合、正常波と異常披の  
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間に相互変換が起こり、変換された波はプラズマを通り抜けた別で測定できる。一般に、  

変換された波は、プラズマの磁場揺動情報のみを有し、変換されずに反射された波は、  

密度揺動の情報を持っているので、双方の情報から磁場揺動と密度揺動を遠別できる。  

また、反射計測では、計測が入射波と同じ側で行われるので、ノイズと信号の比が悪く  

なったり、入射波と反射波を空間的に分離しなければならない。しかしながら、変換さ  

れなかった入射波は反射されて通り抜けてこないので極めて有利な環境で計測が出来る。  

この原理を実践するマイクロ波計測実験と理論解析とが行われ、この手法が実践される  

までに至った。第9図にその一例を示す。イオン磁気共鳴加熱の為に印加された高周波  

（RFlとRF2）、及び、イオン・アルヴェン不安定性で生じた彼のモード変換による  

観測例である。  
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更に非常に短いパルスのマイクロ波を照射してマイクロ波反射計測を行う提案がなさ  

れ、研究が進められている。この原理は、デルタ関数的なパルスは、フーリエ分解すれ  

ば全ての周波数成分を持っているので、色々な周波数に対するプラズマの応答が一時に  

見れることである。  
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12 ReflectometncDensityProfileMeasurementUsinganUltrafastSweepOscillator，  

T．Tokuzawa，A．Mase，N・Oyama．T．Uchiyama，A．ItakuraandT．Tamano，  

Proc．7thlnternationalToklConferenceonPlasmaPhysicsandControlledNuclear  

Fusion，（Tokl，1995，Nov．28－Dec．1）p．95．  

13 ANovelDifferentialSpeCtrumIon－EnergyAnalyzerwi［hElectrostaticSlantedGridsfor   

PlasmaChargedIonDiagnostics，  

Y．Sakamoto，T．Cho，M．Hirata，T．Yoshimura，K．MaklnO，Y．Nakashima，K．Yatsu，  

T．TamanoandS．Miyoshi，  

Proc．7thIntemationalTokiConferenceonPlasmaPhysicsandControlledNuclear  

Fusion，（Toki，1995，Nov．28－Dec．1）p．120．  

14Charge－ExchaJlgeNeutralParticleAnalysISOntheICRF－heatedPlasmasintheGAMMAlO  

TaTldemMirror，  

Y．Nakashima．M．Shq）i，K．Yatsu，K．Tsuchiya，Y，Fukuchi，M．Ichimura，M．Inutake，  

N．Yamaguchi，A．MaseandT．Tamano，  

Proc・7thIntemationalTokiConferenceonPlasmaPhysicsandContro11edNuclear  

Fusion，（Toki，1995，Nov．28－Dec．1）p．123．  

15 DirectMeasurementsofIonDisu’1butionFunctioninLossConesandPlasmaPotentialinthe  

TandemMi汀Or，  

K．Ishii，T．Takahashi，A．Abe，N．Kikuno，T．Goto，Y．Katsuki，Ⅰ．Katanuma．A．Itakura，  

M．Ichimura，Y．Kiwamoto，K．Yatsu，T．Tamano，  

Proc・7thInternationalTokiConferenceonPlasmaPhysicsandControlledNuclear  

Fusion，（Toki，1995，Nov．28－Dec．1）p．139．  
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16 SimulationStし1dyofUl【1‾aSho11－PulseReflectometlγ，  

N．Katsul■ユgaWa，H．Hojo，H．HondaandA．Mase，  

Proceedin望SOfthe7［hIntemationalSymposiLImOnLasel．一AidedPlamaDiaenostics，  

（Fukuoka，1995，Dec・5－8）p・345－350．  

17 プラズマ閉じ込め電位のⅩ線測定に基づく新しい計測，  

長 照二，平田真史，小波蔵純子，坂本宜照，菅家 伸，高橋恒志，吉村岳堆，  

牧野貴一，同村輝准，片岡孝道，谷津 潔，玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第12回秋季講演会（1995年9月，岩手大学）25pB12．  

18 新感度理論による，JET，ASDEX－u DⅡI－D用半導体Ⅹ歳計測器の製作と評価，  

平田真史，長 照二，′ト波蔵純子，菅家 伸，高橋恒志，坂本宜照，岡村嘩雄，  

片岡孝道，前沢秀樹，谷津 潔，玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第12回秋季講演会（1995年9月，岩手大学）25pB15．  

19 半導体Ⅹ線計測器新感度理論の実証実験，  

小波蔵純子，長 平二，平田真史，菅家 伸，高橋恒志，坂本宜照，谷津 潔，  

玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第1ユ回秋季講演会（1995年9月，岩手大学）25pl主14．  

20 新型斜入射タイプイオンエネルギースペクトル計測器の設計と較正実験及びプラズ   

マ計測への適用，  

坂本宜照，長 照二，平田真史，書付岳雄，牧野貴一，中嶋洋車凱 谷津 漂，  

玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第12回秋季講演会（1995年9月，岩手大学）25pB15．  

21斜入射タイプイオンエネルギースペクトル計測器アレイによるガンマ10プラズマイ   

オンの半径方向分布計測，  

書付岳雄，坂本宜照，長 照二，平田貴史，牧野貴一，中嶋洋輔，谷津 潔，  

玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第12回秋季講演会（1995年9月，岩手大学）25pB16．  

22 ガンマ10バリア部の高速2次元電位分布の測定，  

菊野長輿，石井亀男，安倍 章，高橋俊軌 香月勇三，後藤哲也，石橋信次，  

小野芳裕，五井庚裕，片沼伊佐夫，板倉昭慶，谷津 潔，玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第12回秋季講演会（1995年9月，岩手大戦25pB24．  

23 端損失エネルギー成分分析器の較正と端損失イオンのどソテ角分布測定，  

後藤哲也，石井亀男，安倍 章，高橋俊樹，菊野長輿，香月勇三，石橋信次，  

小野芳裕，五井靡裕，片沼伊佐夫，中嶋洋輔，板倉昭彦，際本泰士，谷津 潔，  

玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第12回秋季講演会（1995年9月，岩手大学）25pB25．  

24GNBPによる内側ミラースロートのプラズマ電位計測法，  

香月勇三，石井亀男，安倍 章，高橋俊軋 菊野長輿，後藤哲也，石橋信次，  

小野芳裕，五井康裕，山口直洋，吉川正志，板倉昭慶，片沼伊佐夫，谷津 乳  

玉野輝男，  
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プラズマ・核融合学会第12回秋季講演会（1995年9月，岩手大学）25pB26．  

25 定常磁場下におけるベニング放電型真空計の特性，  

森脇武之，中嶋洋輔，庄司 主，土屋勝彦，梅原 臥 福地祐介，池田勇公，  

広永行孝，′J、林道二，長谷川陽子，間瀬 淳，谷津 潔，玉野輝男，  

70ラズマ・核融合学会第12回秋季講演会（1995年9月，岩手大学）27aBl．  

26 タンデムミラーのプラグ電位形成に関する計算，  

片沼伊佐夫，際本泰士，立松芳典，石井亀男，斉藤輝堆，谷津 潔，玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第12回秋季講演会（1995年9月，岩手大学）27pB2．  

27 ガンマ10エンド部の電位測定，  

吉相泰夫，斉藤輝堆，際本泰士，立松芳典，梶原 僅，倉田将史，榊原昌彦，  

阿部 柘，宮上秀敏，玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第12回秋季講演会（1995年9月，岩手大学）27pB4．  

28 タンデムミラーにおける端損失イオンエネルギースペクトルの解析，  

高橋佐敷 石井亀男，安倍 章，香月勇三，後藤哲也，菊野長輿，小野芳裕，  

石橋信次，五井衆裕，片沼伊佐夫，板倉昭慶，間瀬 淳，際本泰士，市村 真，  

谷津 潔，玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第12回秋季講演会（1995年9月，岩手大学）27pB5．  

29 端損失イオンのプラグ・バリア部ECRHによる影響，  

石井亀男，高橋俊樹，安倍 章，香月勇三，後藤哲也，菊野長輿，／J、野芳裕，  

石橋信次，五井廉裕，片沼伊佐夫，際本黄土，板倉昭慶，斎藤輝准，山口直洋，  

谷津 潔，玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第12回秋季講演会（1995年9月，岩手大学）27pI～6．  

30 ガンマ10における高エネルギー端損失イオンの測定（Ⅲ），  

榊原昌彦，斉藤輝雄，際本泰士，立松芳典，吉村春夫，梶原 健，倉田将史，  

阿部 拓，宮上秀敏，市村 其，玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第12回秋季講演会（1995年9月，岩手大学）27pB7．  

31ガンマ10のエンドプレートの電流バランスⅠⅠ，  

梶原 健，斉藤輝堆，際本泰士，立松芳典，吉村泰夫，倉田将史，榊原昌彦，  

阿部 柘，宮上秀敏，玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第12回秋季講演会（1995年9月，岩手大学）27pB8．  

52 二次元イメージングアレイによるガンマ10プラグ部計測ⅠⅠ，  

大山直幸，間瀬 淳，今村顕史，徳沢季彦，伊藤康彦，板倉昭慶，玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第12回秋季講演会（1995年9月，岩手大学）27pB9．  

33 タンデムミラープラズマの回転測定VⅡ，  

池田勝則，長山好夫，山口直洋，吉川正志，青田達也，石島達夫，岡本裕司，  

玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第12回秋季講演会（1995年9月，岩手大学）27pBlO．  

34 ガンマ10のNBI装置におけるガス導入量の最適化とプラズマへの効果，  

梅原 阿れ 谷津 潔，中嶋洋軌 庄司 主，大川和夫，福地祐介，池田勇公，  
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森脇武之，小林進二，長谷川陽子，広永行孝，宮田浩一，玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第12回秋季講演会（1995年9月，岩手大学）27pBll．  

55 アルペンイオンサイクロトロン不安完性の粒子シミュレーションⅠⅠ，  

桂川直己，北棟仁士，  

プラズマ・核融合学会第12回秋季講演会（1995年9月，岩手大学）27pB12．  

36 ガンマ10セントラル部における高イオン温度モードでのイオン温度の挙動，  

庄司 主，中嶋洋輔，谷津 漂，福地祐介，梅原 肌 吉田浩一，森脇武之，  

池田勇公，小林進二，長谷川陽子，広永行孝，犬什正明，市村 真，間瀬 淳，  

玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第12回秋季講演会（1995年9月，岩手大学）27pB15．  

37 ガンマ10セントラル部における荷電交換中性粒子測定Ⅹ，  

福地祐介，中嶋洋輔，庄司 主，谷津 潔，梅原 剛，宮田浩一，森脇武之，  

池田勇公，′ト林進二，長谷Jtl陽子，広永行孝，，片沼伊佐夫，市村 真，  

間瀬 淳，長 照二，大竹正明，玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第12回秋季講演会（1995年9月，岩手大学）27pB14．  

38Cross－PolarizationScatteringによる電磁波動の測定，  

間蘭 淳，′ト林正史，L．G．Bmskin，大山直幸，徳沢季彦，大竹弘明，横井雅宏，  

板倉昭彦，伊藤康彦，今村顕史，内山 敢，北候仁士，市村 真，玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第12回秋季講演会（1995年9月，岩手大学）27pB15．  

39 相関型反射計によるGAMMAlO密度揺動計測，  

徳沢季彦，間瀬 淳，大竹弘明，小林正史，大山直幸，横井椎宏，内山 敢，  

板倉昭彦，玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第12回秋季講演会（1995年9月，岩手大学）27pB16．  

40 マイクロ波反射計による2次元の相関の解析，  

L．G．Bmskれ 間瀬 淳，玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第12回秋季講演会（1995年9月，岩手大学）27pB17．  

41超短パルス反射法に関する数値計算，  

本多 元，桂川直己，北候仁士，間瀬 淳，  

プラズマ・核融合学会第12回秋季講演会（1995年9月，岩手大学）12FPD．  

42 極超短パルスマイクロ波とプラズマの相互作用，  

北候仁士，桂川直己，間瀬 淳，  

日本物理学会1995年秋の分科会（1995年9月，大阪府立大学）2SaQlO．  

43 ヘリウム原子線強度比の分光測定によるREBプラズマ相互作用時の電子密度・電子   

温度測定ⅠⅠ，  

高畑成基，吉川正志，小口治久，戸田賢一，安藤利得，鎌田啓一，増崎 克，  

日本物理学会1995年秋の分科会（1995年9月，大阪府立大学）28pR13．  

44 Ultrashort－PulseElectromagneticWavePlasmaInteractions，  

H．Hojo，  

US－Japan－ChinaWorkshoponIntenseElectromagneticWaveInteractionswith  
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Plasmas（Jan．1996，Osaka．Japan）．  

45Cross－PolarizationScatteringによる電磁波勒の測定Il，  

間蘭 淳，′ト林正史，大竹弘明，大山直幸，徳沢季彦，L．G．BruSkin，横井雅宏，  

板倉昭慶，今村顕史，内山 敢，北條仁士，市村 真，玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第15回年会（1996年5月，京都大学）21aA8．  

亜 タンデムミラー中におけるD－D反応中性子の計測，  

阿部 拓，際本泰士，立松芳典，斉藤嘩雄，市村 真，玉野輝男，犬什正明，  

山口直洋，ガンマ10グループ，  

プラズマ・核融合学会第13回年会（1996年3月，京都大学）21pCl．  

47 新感度理論に基づくプラズマⅩ線計測並びに国際協力，  

長 照二．平田真史，小波蔵純子，坂本宜照，菅家 伸，高橋恒志，吉相岳雄，  

牧野貴一，同村輝雄，片岡孝道，谷津 潔，玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第13回年会（1996年3月，京都大学）21pC2．  

48 半導体Ⅹ線検出器新感度理論に基づく新しい電子温度計測法，  

／ト波蔵純子，長 照二 平田真史，菅家 伸，高橋恒志，岡村輝雄，坂本宜照，  

谷津 潔，玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第15回年会（1996年3月，京都大学）21pC3．  

49斜入射タイプ新型静電イオンエネルギースペクトル計測器によるイオン温度並びに  

電位計測，  

坂本宜照，長 照二，平田真史，吉村岳雄，牧野貴一，中嶋洋輔，谷津 乳  

玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第13回年会（1996年5月，京都大学）21pC4．  

50 ビームプローブ用MCPの強磁場下での感度特性，  

香月勇三，石井亀男，安倍 章，高橋俊樹，菊野長輿，石橋信次，小野芳裕，  

五井廉裕，片沼伊佐夫，板倉昭慶，谷津 潔，玉野輝雄，  

プラズマ・核融合学会第13回年会（1996年3月，京都大学）21pC5．  

51カーボンシートポンプの実横への適用試験，  

中嶋洋輔，相良明男，土屋勝彦，庄司 主，森脇武之，山口直洋，鈴木 肇，  

野田信明，／J、森彰夫，大薮修養，本島 修，池田勇公，小林進二，谷津 潔，  

玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第13回年会（1996年5月，京都大学）21pE2，  

52 タンデムミラーにおける端損失熱流の測定，  

倉田将史，際本泰士，斉藤輝雄，立松芳典，阿部 拓，ガンマ10グループ，  

プラズマ・核融合学会第13回年会（1996年3月，京都大学）22pA5．  

53 プラズマ計測用二次元軟Ⅹ線結像分光器の開発4，  

青田達也，山口直洋，吉J【ほ志，池田勝則，石島達夫，岡本裕司，間瀬 淳，  

玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第13回年会（1996年3月，京都大学）22pA6，  

54 ガンマ10セントラル部における2（止eECRH実験，  
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斉藤輝雄，際本葬士，立松芳典，青田達也，石井亀男，板倉昭慶，市村 真．  

片沼伊佐夫，′J、波蔵絶了，坂本宜照，庄司 主，玉野輝男，長 照二，  

徳沢季彦，中嶋洋輔，平田真史，北怪仁士，間蘭 淳，谷津 漂，吉川正志，  

吉村春夫，  

プラズマ・核融合学会第13回年会（1996年3月，京都大学）25aBl．  

55 ガンマ10セントラル部ECRH実験におけるプラズマの巨視的振る舞い，  

古川静枝，佐竹周子，詞中 覚，声賀谷 晃，金澤清光，市村 真，大竹正明，  

勝又竜太，北懐仁士，際本泰士，斉藤輝旋，立松芳典，玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第13回年会（1996年3月，京都大学）23aB2．  

56 タンデムミラープラズマ■の回転測定ⅥH，  

池田勝則，長山好夫，山口直洋，吉川正志，青H達也，石島達夫，岡本裕司，  

玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第13回年会（1996年3月，京都大学）23aB3．  

57 ガンマ10におけるアンテナ間位相制御によるアンカー部高周波加熱とその巨視的   

安定化への効果，  

金澤清光，石川栄治，市村 真，古川静枝，田中 覚，熊谷 晃，大竹正明，  

玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第13回年会（1996年3月，京都大学）23aB4．  

58 ガンマ10における高周波イオン加熱と周辺プラズマの低周波揺動Ⅲ，  

田中 覚，高山星一，古川静枝，熊谷 晃，金澤清光，市村 真，北條仁士，  

間瀬 淳，石井亀男，大竹正明，玉野埠男，  

プラズマ・核融合学会第13回年会（1996年3月，京都大学）23aB5．  

59 極′ト磁場分散MHD安定化タンデムミラー，  

谷津 潔，庄司 主，中嶋洋輔，片沼伊佐夫，市村 真，石井亀男，長 照二，  

玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第13回年会（1996年3月，京都大学）23aB6．  

60 ガンマ10におけるAIC波動の軸方向伝搬，  

熊谷 晃，中村基征，市村 真，大竹正明，田中 覚．古川静枝．金澤清光，  

北條仁士，間瀬 淳，玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第13回年会（1996年3月，京都大学）23aB7．  

61タンデムミラーバリア部の揺動と径方向電位分布計測，  

菊野長輿，石井亀男，安倍 章，高橋俊樹，香月勇三，後藤哲也，石橋信次，  

小野芳裕，五井廉裕，間瀬 淳，片沼伊佐夫，板倉昭慶，谷津 潔，玉野嘩准，  

プラズマ・核融合学会第13回年会（1996年3月，京都大学）25aB8．  

62 ガンマ10のエンドプレートの電流バランスⅠⅢ，  

梶原 健，斉藤輝雄，際本泰土 立松芳典，吉村春夫，倉田将史，榊原昌彦，  

阿部 柘，宮上秀敏，玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第13回年会（1996年3月，京都大学）23aI‡9．  

63 電子サイクロトロン共鳴加熱応答関数の詳細解析，  
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立松芳典，際本案士，斉藤輝離，片沼伊佐夫，書付黍夫，玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第15回年会（1996年3月，京郡大学）25aBlO．  

64 タンデムミラーにおける端損失イオンの速度分布構造，  

後藤哲也，石井亀男，高橋俊樹，安倍 章，菊野長輿，香月勇三，五井廉裕，  

石橋信次，小野芳裕，片沼伊佐夫，市相 異，板倉昭慶，際本泰士，谷津 潔，  

玉野嘩雄，  

プラズマ・核融合学会第13回年会（1996年5月，京都大学）23pBl．  

65 タンデムミラープラグ部近傍の電位分布に関する計算，  

片沼伊佐夫，際本泰士，立松芳典，石井亀男，斉藤輝堆，谷津 潔，玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第13回年会（1996年3月，京都大学）23pB2．  

66真空紫外分光器を用いたガンマ10プラズマの不純物イオンスペクトル測定Ⅰ，  

吉川正志，岡本裕司，山口直洋，青田達也，池田勝則，石島達夫，間瀬 淳，  

玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第13回年会（1996年3月，京都大学）23pB3．  

67 高速掃引型反射計によるGAMMAlO密度分布計測Ⅰ工Ⅰ，  

徳沢季彦，間瀬 こ諷 内山 敢，大山直幸，小林正史，横井雅宏，大竹弘明，  

今村顕史，板倉昭慶，玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第13回年会（1996年5札京都大学）23pB4．  

68 二次元イメージングアレイによるガンマ10プラグ部計測ⅠⅠⅠ，  

大山直幸，間瀬 淳，今村顕史，徳沢季彦，伊藤康彦，板倉昭慶，玉野輝男，  

プラズマ・核融合学会第13回年会（1996年3月，京都大学）23pB5．  

69 超短パルスモード変換散乱のシミュレーション，  

桂川直己，北候仁士，本多 元，間瀬 淳，  

プラズマ・核融合学会第13回年会（1996年3月，京都大学）23pB6．  

く受賞＞  

1プラズマ・核融合学会 第1回技術進歩賞   

半導体Ⅹ線計測器の感度理論の構築と拡張，ならびにⅩ線検出器製作への応用とプ   

ラズマ電子温度計測への適用，  

長 照二，平田真史，小波蔵純子，坂本宜照，高橋栄一，山口直洋，谷津 潔，  

玉野輝男，三好昭山，近藤 貴，  

平成8年3月22日  
2 プラズマ・核融合学会 第4回論文賞   

トーラスプラズマ中の電場とその空間構造を決定する物理鞍構，  

居田克巳，三浦幸俊，伊藤早苗，J．V．Ho伽Iann，福山 淳，秀熊 茂，佐貫平二，  

出射 浩，山田弘司，井口春和，伊藤公孝，  

平成8年3月22日  
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